
会計はアカウンタビリティ
を果たすための手段であると
いう説明や，会計は会計情報
の利用者の意思決定のために
役立つべきであるという説明
に見られるように，会計は本
来それが必要とされる環境と
共に理解されるべきだと評者
は考えます。しかし，そうい
うことは多くの人に理解され
ているにも関わらず，不思議
なことに，会計のことは会計
の専門家に任せておけばよい
とか，自分は経営が専門なの
で会計は苦手であるとか，会
計職をめざすには会計科目に特化して勉強す
れば良いという考えが出るようです。
こうした不思議な現象が起こることに対し
て，本書の著者で信越化学工業株式会社顧問，
金融庁顧問，日本ＣＦＯ協会最高顧問である
金児昭氏は，会計が本来置かれた位置と役割
を踏まえて会計を説明しようとされてこられ
た会計実務の専門家です。ご自身が本著のま
えがきで語られているように，氏の思いは「企
業会計＝財務会計（２割）＋経営会計（８割）」
という等式（補足説明は不要でしょう。又，
財務会計は制度会計，経営会計は管理会計と
の置き換えも可能）や，「経理・財務」ある
いは「経理・財務＆ＣＦＯ」といった造語に
結実しています。評者である私も「経営会計」
という用語が好きですし，「経理・財務はい
わゆる会計の世界よりずっと広い『経済・経
営・理（ことわり）・財務（ファイナンス）』

という考えからできている」という氏の説明
にもなじみがあります。
このような会計に対する思いが氏自身の個
人的思いにとどまらず会計の世界で働く人々
に多大な影響を与えているであろう事は，氏
が１１５冊もの著作を世に公刊されたことから
も容易に推察できます。私も始めは氏の著作
を知り，ついでご本人を知り，その過程で
「経営会計」や「経理・財務」という用語を
多用されることも知ってきたわけです。以上
のような経緯を踏まえて本書『日本型「経理・
財務」事典』を手にすると，金児氏の全著作
を支える氏の基礎概念が一覧されてあり，氏
の思想に改めて接する気分です。
さて，本書の特徴として，①何より著者お
一人で書かれた事典である事，②著者の「経
理・財務」の概念に照らして用語が選択され
ていること，③それらが実務的観点から説明
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されていること，④英語表記による専門用語
の英和一覧があること，⑤そして大判である
こと，を指摘できます。①に関連して，事典
や辞典を一人で書き上げることは重労働であ
りますから一般には多数の専門家が分担して
執筆します。その大変な仕事を一人で行われ
たということは感服に値します。②につき，
多数で事典を書くことは効率的なのですが執
筆者間で辞典編集の視点が共有されない場合
もありますが，本書は「経理・財務」という

著者の視点で貫かれていると指摘できます。
③については，一読すれば明白ですが平易な
説明に徹していると指摘できます。④につい
ては利用者の利便性を高めていると思われま
す。最後に，⑤については事典の厚みを半減
させる目的はあるのかなと想像できますが，
使いこなした読者からの感想を待ちましょう。
最後に一言で表現すれば本書は「金児昭と
いう経理・財務の専門家の顔が浮かんでくる
個性ある事典である」となりましょう。

143ZEIKEITSUSHIN ’10.6

Ｔｈａｔｉｓａｇｏｏｄｂｏｏｋｗｈｉｃｈｉｓｏｐｅｎｅｄｗｉｔｈｅｘｐｅｃｔａｔｉｏｎａｎｄｃｌｏｓｅｄｗｉｔｈｐｒｏｆｉｔ．

× ×


